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二
〇

一
八
年
の
世
界
を
振
り
返
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
対
立
の
激
化
、

中
国
と
ロ
シ
ア
国
内
の
不
安
定
要
因
の
増
加
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト

（イ
ギ
リ
ス

の
Ｅ
Ｕ
離
脱
）
問
題
、　
グ
ロ
ー
バ
ル
ー
Ｔ
企
業
と
国
家
の
対
立
な
ど
、　
こ
れ

ま
で
の
秩
序
改
変
の
動
き
や
枠
組
み
の
機
能
不
全
が
さ
ら
に
加
速
し
た
年
で

あ

っ
た
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ド
ナ
ル
ド

・
ト
ラ
ン
プ
は
、
二
〇

一
七
年

一
月

の
大
統
領
就
任
以
後
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

協
定
か
ら
の
離
脱
、
■
不
ス
コ
か
ら
の
脱
退
を
宣
言
し
て
い
た
が
、
政
権
二

年
目
の
二
〇

一
八
年
に
は
、
さ
ら
に
、
パ
リ
協
定
か
ら
の
離
脱
、
国
連
人
権

理
事
会
か
ら
の
脱
退
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ

（中
距
離
核
戦
力
）
全
廃
条
約
か
ら
の
脱
退
を

表
明
す
る
な
ど
、
国
際
協
調
路
線
を
改
め
、
相
手
国
と
の
単
独
交
渉
に
よ
る

ァ
メ
リ
カ
第

一
主
義
政
策
を
推
し
進
め
た
。
覇
権
拡
大
に
邁
進
す
る
中
国
に

対
し
て
は
、
関
税
措
置
を
発
動
す
る
な
ど
、
対
決
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

他
方
、
二
〇

一
六
年
六
月
の
国
民
投
票
で
Ｅ
Ｕ

（欧
州
連
合
）
離
脱
を
選
択

し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
は
離
脱
条
件
を
め
ぐ
る
Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉
で
迷
走
し
、
フ
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ラ
ン
ス
で
は

「黄
色
い
ベ
ス
ト
運
動
」
と
呼
ば
れ
る
政
府

へ
の
過
激
な
抗
議

活
動
が
始
ま

っ
た
。
二
月
に
大
統
領
に
再
選
さ
れ
た
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
は

欧
米
と
の
対
立
路
線
を
堅
持
し
て
い
る
。
シ
リ
ア
内
戦
、
北
朝
鮮
の
核

・
ミ

サ
イ
ル
開
発
な
ど
、
世
界
の
不
安
定
要
因
は
消
え
ず
、
主
要
国
に
お
け
る
右

派
勢
力
や
ポ
ピ

ュ
リ
ス
ト
の
伸
長
、
所
得
格
差
の
拡
大
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
高
ま
り
が
弱
ま
る
気
配
も
な
い
。
国
家
間
の
摩
擦
や
対
立
は
い
っ
そ
う
激

し
さ
を
増
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
主
要
先
進
国
に
お
い
て
も
、
過
激
な
言
動

を
す
る
政
治
家
が
増
加
し
、
有
権
者
の
不
合
理
な
投
票
行
動
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
日
本
に
目
を
向
け
れ
ば
、
二
〇

一
九
年
四
月
二
〇
日
に
明
仁
天
皇
が
退
位

し
、
五
月

一
日
の
新
天
皇
即
位
と
と
も
に
新
し
い
令
和
の
時
代
を
迎
え
た
。

平
成
は
、　
一
九
八
九
年

一
月
八
日
に
始
ま
っ
た
の
で
、
三
〇
年
四
か
月
続
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
平
成
の
三
〇
年
間
を
振
り
返
れ
ば
、
国
内
で
は
、
バ

ブ
ル
崩
壊
と
そ
れ
以
後
の
景
気
停
滞
に
加
え
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本

一
（
五
四
〓
）
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大
震
災
、
豪
雨
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
が
私
た
ち
の
記
憶
に
深
く
刻
ま
れ
て

い
る
。
国
際
的
に
は
、
冷
戦
の
崩
壊
に
始
ま
り
、
イ
ラ
ク
軍
ク
ウ
ェ
ー
ト
侵

攻
に
よ
る
湾
岸
危
機
、
ア
メ
リ
ヵ
同
時
多
発
テ
ロ
な
ど
の
悲
惨
な
事
件

・
出

来
事
、
そ
し
て
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
す
る
世
界
金
融
危
機
が
思

い
起
こ
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
平
成
三
〇
年
間
の
変
化
と

現
在
の
状
況
を
考
え
る
た
め
に
、
平
成
元
年

（
一
九
八
九
年
）
に
生
じ
、　
そ

の
後
の
日
本
社
会
や
世
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
二
つ
の

出
来
事
、　
つ
ま
り
、
冷
戦
の
終
結
と
ワ
ー
ル
ド

・
ワ
イ
ド

・
ウ
ェ
ブ

（Ｗ
Ｗ

Ｗ
）
の
誕
生
に
焦
点
を
当
て
て
み
た
い
と
思
う
。

周
知
の
よ
う
に
平
成
元
年
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
、
ア
メ
リ
カ

の
ブ
ッ
シ
ュ

（鉱
）
大
統
領
と
ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
、　
マ
ル
タ
会
談
で

冷
戦
の
終
結
を
宣
言
し
た
。
翌
年
、
東
西
ド
イ
ツ
が
統
合
さ
れ
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
違
い
に
基
づ
く
世
界
の
冷
戦
構
造
が
崩
れ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
は
複
数
の
国
家
に
分
裂
し
た
。
こ

の
冷
戦
の
崩
壊
を
目
の
当
た
り
に
し
た
国
際
政
治
学
者
た
ち
は
そ
の
後
の
世

界
秩
序
に
関
し
て
様
々
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊

に
よ
リ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
闘
争
と
し
て
の
歴
史
は
終
わ
り
、
民
主
主
義
体
制
国

家
の
み
が
存
在
す
る
時
代
に
な
る
と
主
張
し
た
者
も
い
れ
ば
、
冷
戦
後
の
世

界
で
は
国
家
間
の
対
立
に
代
わ
っ
て
文
明
の
衝
突
が
国
際
関
係
の
基
軸
に
な

る
と
考
え
る
者
も
い
た
。
冷
戦
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
世
界
各
地
の
目
に
見
え

な
い
壁
が
崩
壊
し
、
世
界
は

一
つ
に
ま
と
ま
り
、
統
合
さ
れ
、
開
か
れ
た

一

面
の
平
原
に
変
わ
っ
た
と
主
張
す
る
者
も
い
た
。
ま
た
、
他
国
に
比
し
て
圧

倒
的
な
パ
ワ
ー
を
有
す
る
ア
メ
リ
カ
が
唯

一
の
超
大
国
と
し
て
世
界
に
君
臨

す
る
こ
と
に
な
る
と
主
張
す
る
研
究
者
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
実
際
、
ア
メ

一　一（
二
四六
）

リ
カ
を
中
心
と
す
る
国
際
秩
序
の
も
と
で
、
ア
メ
リ
カ
企
業
は
世
界
中
に
生

産
拠
点
を
設
け
、
世
界
市
場
で
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
に
な
る
。
米
国
企
業

も
日
本
企
業
も
、
自
由
主
義
経
済
圏
に
組
み
込
ま
れ
た
ば
か
り
で
、
安
価
な

労
働
力
を
大
量
に
有
し
て
い
た
中
国
に
巨
額
の
投
資
を
行
い
、
中
国
は
、
共

産
党

一
党
独
裁
の
社
会
主
義
国
家
で
あ
り
な
が
ら
、
世
界
の
工
業
製
品
生
産

基
地
と
な

っ
た
。

そ
の
後
、
中
国
は

「給
光
養
晦

（と
，？
」う
よ
う
か
い
と

（能
力
を
隠
し
て
力

を
蓄
え
る
）
と
呼
ば
れ
る
対
外
融
和
方
針
の
も
と
、
急
速
な
経
済
成
長
を
遂

げ
、

二
〇
〇

一
年
に
世
界
貿
易
機
関

（ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
加
盟
し
、
二
〇

一
〇
年

に
は
国
内
総
生
産

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
で
日
本
を
抜
い
て
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国

と
な

っ
た
。
経
済
力
に
加
え
、
高
度
な
技
術
力
と
強
力
な
軍
事
力
を
手
に
す

る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
や
既
存
の
国
際
秩
序
に
挑
戦
し
始
め
る
。
二
〇

一

二
年
に
中
国
最
高
指
導
者
と
な
っ
た
習
近
平
は
、
東
シ
ナ
海
や
南
シ
ナ
海
で

強
圧
的
な
拡
張
政
策
を
進
め
、
二
〇

一
四
年
に
は

「
一
帯

一
路
」
経
済
圏
構

想
を
提
唱
し
、
二
〇

一
五
年
に
は

「中
国
製
造
２
０
２
５
」
を
発
表
し
て
世

界
の
製
造
強
国
に
な
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
中
国
の
覇
権
奪
取
へ
の
野
望
と

技
術
力

・
軍
事
力
増
強

へ
の
警
戒
を
強
め
た
ア
メ
リ
カ
は
、
中
国
に
対
し
て

強
い
対
抗
措
置
を
取
る
こ
と
に
な
る
。
二
〇

一
八
年

一
月
、
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は

一
般
教
書
演
説
で
中
国
が
米
国
の
利
益
、
経
済
、
価
値
感
に
挑
戦
す
る

脅
威
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
、
七
月
に
は
中
国
製
品

へ
の
関
税
措
置
を

発
動
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
中
国
が
報
復
関
税
措
置
を
取
り
、
米
中
貿
易
戦

争
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
追
加
関
税
措
置
が
繰
り
返
し
取
ら

れ
た
が
、
両
者
の
対
立
は
貿
易
不
均
衡
の
問
題
か
ら
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ゃ
軍

事
力
の
覇
権
争
い
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。　
一
〇
月
四
日
に
は
、



４
半
Ⅲ
人
統
佃
か
、
′、
ト
ワ
ー
研
究
―リー
で
の
演
説
で
、
中
国
に
よ
る
米

国

一
‘′，
内
政
ト
ル
、
知
的
財
産
欄
の
侵
害
、
Ｔ
＝
的
拡
張

」ｉ‐‥義
を
激
し
く
非

難
し
、
米
国
の
中
国
に
対
す
る
厳
し
い
対
決
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。
こ
の
ペ

ン
ス
米
酬
大
統
領
の
演
説
は
、
東
西
冷
戦
終
結
後
の
新
し
い
冷
戦
の
始
ま
り

と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

平
成
元
年

（
一
九
八
九
年
）
に
生
じ
た
も
う

一
つ
の
重
要
な
出
来
事
は
、

現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本
シ
ス
テ
ム
と
な
る
ワ
ー
ル
ド

・
ワ
イ
ド

・

ウ
ェ
ブ
が
誕
生
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
年
、
欧
州
原
子
核
研
究
機
構

（ｃ

Ｅ
Ｒ
Ｎ
）
の
テ
ィ
ム

・
バ
ー
ナ
ー
ズ

・
リ
ー
が
、
ワ
ー
ル
ド

・
ワ
イ
ド

・

ウ
ェ
ブ
の
基
本
構
想
を
ま
と
め
た
提
案
書
を
同
機
構
に
提
出
し
た
。
彼
は
、

二
年
後
の
一
九
九

一
年
、
世
界
で
最
初
の
ウ
ェ
ブ

・
サ
イ
ト
を
公
開
し
、　
一

九
九
二
年
に
は
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
マ
ー
ク

・
ア
ン
ド
リ
ー
セ
ン
た
ち
が
画
像

を
扱
え
る
ウ
ェ
ブ

ｏ
ブ
ラ
ウ
ザ
ー

「
モ
ザ
イ
ク
」
を
開
発
し
た
。
こ
の
ウ
ェ

ブ

ｏ
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
は
瞬
く
間
に
世
界
中
に
広
ま
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
誰

で
も
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
と
な

っ
た
。　
一
九

九
九
年
末
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
人
口
は
全
世
界
で
約
二
億
人
に
達
し
て

い
た
。
人
々
は
こ
の
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
を
使

っ
て
、
文
字
情
報
、
画
像
、

デ
ー
タ
を
交
換
し
、
価
値
の
交
換
や
モ
ノ

・
サ
ー
ビ
ス
の
取
引
も
行
う
よ
う

に
な

っ
た
。
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
デ
ー
タ
入
力
機
器
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
、
種
々
の
端
末
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
な
る
巨
大
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
が
今
も
拡
大
し
続
け
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、

人
々
の
活
動
の
基
盤

（イ
ン
７
こ

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
情
報
技
術
の
革
新
と
密
接
に
関
連
し
な
が
ら
進
行
し
た
急
激
な
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
、
お
そ
ら
く
、
平
成
時
代
の
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、
時
代
を
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画
す
る
大
き
な
変
化
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
平
成
時
代
に
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
急
速
に
進
展
し
、
多
く
の
人
や
大
量
の
モ
ノ
、
情
報
が
容
易
に
国
境
を

越
え
て
動
く
よ
う
に
な
り
、
情
報
や
お
金
が
瞬
時
に
世
界
を
か
け
め
ぐ
る
よ

う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
人
間
活
動
の
ほ
と
ん
ど

あ
ら
ゆ
る
領
域
に
影
響
を
与
え
、
私
た
ち
の
活
動
の
前
提
条
件
を
根
底
か
ら

変
え
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
顕
著
な
例
が
、
国
家
の
機
能
の
変
質
で
あ
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
国
境
は
障
壁
と
し
て
の
機
能
を
低
下
さ
せ
、

国
外
の
脅
威
を
食
い
止
め
る
防
御
壁
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
っ
て

き
た
。
国
際
秩
序
の
変
化
、
同
時
多
発
テ
ロ
と
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
の
動
き
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
そ
れ
に
続
く
金
融
危
機
は
、
こ
の
巨
大
な
変
動
を
象

徴
す
る
事
件
で
も
あ
る
。
ま
た
、
国
家
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
人
間
の
活

動
の
基
盤
が
大
き
く
変
わ
り
、
国
家
の
枠
組
み
そ
の
も
の
が
弱
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
国
家
は
人
々
の
経
済
活
動
や
世
界
観
の
枠
組
み
と
し
て
の
機
能
を

低
下
さ
せ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
、
政
治
的
枠
組
み
と
し
て
の
機
能
だ
け
を

有
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
二
〇

一
八
年
に
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
、
と
り
わ
け
、
ガ
ー
フ
ァ

（グ
ー
グ
ル
、　
ア
マ
ゾ
ン
、　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、　
ア
ッ
プ
ル
の
頭
文
字
を
並
べ
た
Ｇ
Ａ

Ｆ
Ａ
）
と
呼
ば
れ
る
四
つ
の
米
国
巨
大
グ
ロ
ー
バ
ル
ー
Ｔ
企
業
に
対
す
る
批

判
が
強
ま
り
、
米
国
、
欧
州
、
日
本
で
も
、
そ
れ
ら
へ
の
規
制
が
議
論
さ
れ

た
。
特
に
問
題
視
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
企
業
が
、
顧
客
の
デ
ー
タ
を
寡

占
し
健
全
な
サ
ー
ビ
ス
競
争
を
妨
げ
て
い
る
点
、
顧
客
の
個
人
情
報
の
保
護

を
な
お
ざ
り
に
し
て
い
る
点
、
国
家
ご
と
の
税
制
の
違
い
な
ど
を
巧
み
に
利

用
し
て
税
逃
れ
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
人
々
の
活
動
の
基
盤
を
提
供
し
て
利
益
を
得
て
い
る
巨
大

〓
一（
五四
七
）
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説

グ
ロ
ー
バ
ル
ー
Ｔ
企
業
と
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
不
利
な
立
場
に
追
い
や
ら
れ
た

個
人
と
企
業
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
国
家
と
の
対
立
が
顕
在
化
し
た
も
の
だ

と
も
言
え
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、
同
年
五
月
、
個
人
デ
ー
タ
の
保
護
を
目
的
と
し
た

「
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
Ｒ
と

を
施
行
し
、

個
人
に
関
す
る
デ
ー

タ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
修
正
し
、
誰
に
閲
覧
を
認
め
る
か
を
決
め
る
権
利
は
そ

の
個
人
に
あ
る
こ
と
、
企
業
が
自
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
す
る
競

合
他
社
を
締
め
出
す
の
を
認
め
な
い
こ
と
を
明
示
し
た
。
日
本
で
も
、
経
済

産
業
省
、
公
正
取
引
委
員
会
、
総
務
省
に
よ
る

「デ
ジ
タ
ル

・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
を
巡
る
取
引
環
境
整
備
に
関
す
る
検
討
会
」
が
開
か
れ
る
な
ど
、

巨
大
グ
ロ
ー
バ
ル
ー
Ｔ
企
業

へ
の
規
制
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
つ
な
が

っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
世
界

（電
脳

空
間
）
は
、
現
実
と
は
異
な
る
仮
想
現
実
の
世
界
を
作
り
出
し
た
。
私
た
ち

は
自
分
が
い
る
場
所
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
端
末
機
器
か
ら
自
由
に
そ

の
世
界
に
出
入
り
で
き
る
。
電
車
の
中
で
、
多
く
の
人
た
ち
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
通
し
て
そ
の
仮
想
現
実
の
世
界
に
入

っ
て
い
る
の
を
目
に
す
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
私
た
ち
は
、
現
実
の
人
々
と
か
か
わ
ら
ず
に
、
仮
想
現

実
の
世
界
で
多
く
の
時
間
を
費
や
す
こ
と
が
可
能
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
。

か
つ
て
は
、
閉
じ
た
国
境
の
中
で
時
間
と
空
間
を
共
有
す
る
密
な
人
間
集
団

が
形
成
さ
れ
、
共
通
の
世
界
観

・
価
値
観
を
も
ち
や
す
か
っ
た
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
展
し
人
々
の
社
会
環
境
が

一
変
し
、
個
々
人
が
特
定
の
仮
想
現

実
の
中
で
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
日
常
化
し
て
ゆ
く
。
人
々
は
、
国
境
を
素

通
り
す
る
大
量
の
情
報
の
中
か
ら
自
分
の
関
心
に
あ
っ
た
も
の
を
取
り
続
け
、

現
実
か
ら
大
き
く
乖
離
し
た
疑
似
体
験
が
蓄
積
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
そ

の
人
固
有
の
世
界
観

・
価
値
観
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
時
に
は
、
自
分
が
生

一囲］（
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活
し
て
い
る
現
実
世
界
を
離
れ
、
国
を
超
え
て
同
じ
価
値
観
や
世
界
観
が
共

有
さ
れ
る
。
国
境
が
機
能
し
な
い
環
境
に
生
き
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
あ

Ｚつ
。近
年
、　
一
つ
の
国
の
中
で
経
済
的
格
差
に
よ
っ
て
人
々
が
二
極
分
化
し
て

い
る
状
況
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
経
験
の
個
人
化
が
進
み
帰
属
意
識
や
世

界
観

・
価
値
観
を
共
有
す
る

一
つ
の

「国
民
」
が
形
成
さ
れ
に
く
く
な
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
個
々
人
の
関
心
や
好
み
に
し
た
が
っ
て
情
報
が
取

捨
選
択
さ
れ
、
偏

っ
た
経
験

・
疑
似
体
験
の
蓄
積
に
も
と
づ
い
て
世
界
観

・

価
値
観
が
形
成
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
現
実
世
界
か
ら
遊
離
し
た
も
の

に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
私
た
ち
は
、
現
実
に
即
し
た
世
界
観
を
も
つ
の
が

難
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
極
端
な
見
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
も
、

個
々
人
の
関
心
や
優
先
順
位
の
高
い
問
題
に
訴
え
る
単
純
化
し
た
政
策
案
を

提
示
す
れ
ば
、
そ
れ
に
賛
同
じ
支
持
す
る
人
が
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、

ポ
ピ

ュ
リ
ズ
ム
が
受
け
い
れ
ら
れ
る
素
地
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
現

在
の
状
況
を
正
し
く
認
識
で
き
な
け
れ
ば
、
単
純
化
し
た
言
説
や
政
策
に

よ
っ
て
操
ら
れ
や
す
く
な
る
。
歴
史
家
は
、
現
在
の
状
況
を
正
し
く
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
エ
ー

ル
大
学
の
歴
史
学
教
授
だ

っ
た
朝
河
貫

一
は
、

「歴
史
と
は
何
で
す
か
」

と

い
う
質
問
に
対
し

「歴
史
と
は
熱
な
き
光
で
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
。
歴
史

学
が
、
過
去
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
現
在
の
私
た
ち
の
立
ち
位
置
を
照
ら
し

て
く
れ
る
光
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

（二
〇
一
八
年
は
朝
河
貫
一

没
後
七
〇
年
に
当
た
り
、　
一
〇
月
に
そ
れ
を
記
念
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「朝
河
貫
一
博

士
―
没
後
７０
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
国
際
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
）。

さ
て
、
史
学
会
第

一
一
六
回
大
会
で
は
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
「奴
隷
」
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０
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弘
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卜
の
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会

・
出
Ｈ

，―
；―
明
の
も
と
、
清
水
和
裕
に
よ
る
報
告

「地
中
海
型
奴
隷
制
度
論

と
紺
属
の
知
型
‐
、
斎
藤
照
ｒ
に
よ
る
報
告

「近
世
ビ
ル
マ
の
債
務
奴
隷
―

自
由
と
隷
属
を
往
還
す
る
人
々
」
、
鈴
木
英
明
に
よ
る
報
告

「プ
ロ
セ
ス
と
し
て

の
奴
隷
制
―
一
九
世
紀
ア
フ
リ
カ
大
陸
東
部
沿
岸
ス
ワ
ヒ
リ
社
会
の
奴
隷
、
自
由
、

文
明
」
、
貴
堂
嘉
之
に
よ
る
報
告

「奴
隷
制
に
お
け
る

「近
代
」
と
は
何
か

―
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
奴
隷
制
研
究
史
を
中
心
に
」
が
な
さ
れ
、
鈴
木
茂
、
松
井

洋
子
の
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
た
。
様
々
な
地
域
と
時
代
に
お
け
る
隷
属
の
実

態
が
紹
介
さ
れ
、
隷
属
の
類
型
化
の
難
し
さ
や
隷
属
度
の
違
い
が
議
論
さ
れ
、

隷
属
や
奴
隷
を
表
す
言
葉
の
多
様
性
と
曖
昧
性
に
関
す
る
質
疑
応
答
が
な
さ

れ
た
。
地
域
や
時
代
を
超
え
た
議
論
の
難
し
さ
と
と
も
に
、
史
料
と
の
向
き

合
い
方
を
考
え
さ
せ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。

な
お
、
本
会
若
手
会
員
の
優
れ
た
研
究
を
顕
彰
す
る
史
学
会
賞

（第
五
回
）

総

説

は
、
前
野
利
衣

「十
七
世
紀
後
半

ハ
ル
ハ
＝
モ
ン
ゴ
ル
の
権
力
構
造
と
そ
の

淵
源
―
右
翼
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
僧
に
着
目
し
て
」

（『史
学
雑
誌
』

一
二
六
―
七
、　
二

〇
一
七
）
に
与
え
ら
れ
た
。

こ
の
論
考
は
、　
一
七
世
紀
後
半
の
ハ
ル
ハ
＝
モ

ン
ゴ
ル
の
権
力
構
造
の
特
徴
を
、
右
翼
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
転
生
僧
に
着
目
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
浮
き
彫
り
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
の
際
立

っ
た
特

長
は
、
漢
文
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、

ロ
シ
ア
語
文
献
な
ど
の
多
言

語

。
多
系
統
の
史
料
を
駆
使
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従

来
史
料
的
な
制
約
に
よ
っ
て
解
明
が
遅
れ
て
い
た
ハ
ル
ハ
右
翼
に
関
す
る
実

証
的
研
究
成
果
が
得
ら
れ
、
ハ
ル
ハ
＝
モ
ン
ゴ
ル
の
権
力
構
造
に
つ
い
て
の

新
た
な
理
解
が
提
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
世
俗
権
力
と
宗
教
的
権
威
と
の
拮

抗

・
対
抗
関
係
に
つ
い
て
西
洋
の
事
例
と
の
比
較
研
究
が
展
望
さ
れ
て
お
り
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
優
れ
た
論
文
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（高
山
　
博
）
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